
▲委員会ではバイオマスエネルギーの利活用の可能性について話し合われました

▲市内最長寿者の井尻好二さん（中央）

▲文覚ふれあい公園に寄贈されたテント

　
九
月
二
十
一日
、市
内
最
長
寿
者
の

井
尻
好
二
さ
ん（
日
吉
町
保
野
田
）

宅
を
、佐
々
木
市
長
が
訪
問
し
、お

祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。京
都
府

か
ら
は
百
歳
以
上
の
お
祝
い
と
し
て
、

南
丹
広
域
振
興
局
井
上
副
局
長
も

同
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
尻
さ
ん
は
、明
治
三
十
二
年
十

月
五
日
生
ま
れ
で
府
内
の
長
寿
者
で

は
八
番
目
に
な
ら
れ
ま
す
。

　
お
祝
い
は
市
長
か
ら
、さ
を
り
織

り
の
ベ
ス
ト
と
花
束
を
、府
知
事
か

ら
祝
状
と
さ
を
り
織
り
の
ク
ッ
シ
ョン

が
贈
ら
れ
、市
長
が「
来
年
も
お
会
い

す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
声
を
か
け
ま
し
た
。

　
八
木
町
室
橋
の
文
覚
ふ
れ
あ
い

公
園
に
、
キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
十

張
を
、
新
た
に
整
備
し
ま
し
た
。

同
公
園
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
木
町

ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
管
理
を
委
託
し

て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
静
か
で
落
ち

着
い
た
自
然
環
境
に
あ
り
、
京
阪

神
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

す
。
今
回
、
新
た
に
整
備
し
た
テ

ン
ト
は
、
八
木
町
に
工
場
の
あ
る

「
ジ
ヤ
ト
コ
株
式
会
社
」
よ
り
、

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、

利
用
者
へ
の
貸
し
出
し
用
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　
九
月
四
日
、バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
の
方
向
性
や
事
業
化
の
可
能

性
を
探
る「
南
丹
市
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
推
進
委
員
会
」を
、南
丹
市
国

際
交
流
会
館
で
開
催
し
、十
四
人
の

委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
と
は
、石
油
な
ど
の
化

石
燃
料
を
除
く
、間
伐
材
や
お
が
く

ず
、家
畜
の
ふ
ん
尿
な
ど
生
物
由
来

の
資
源
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。地
球
温

暖
化
に
影
響
す
る
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
削
減
や
、石
油
に
代
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
は
、環
境
保
全
だ

け
で
は
な
く
、農
林
業
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
、今
後
ま
す
ま
す
重
要

性
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
南
丹
市
で
は
、家
畜
ふ
ん
尿
な
ど

を
活
用
し
た
メ
タ
ン
発
酵
施
設
や
、

事
業
系
生
ゴ
ミ
を
利
用
し
た
民
間

施
設
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る

発
電
な
ど
が
す
で
に
稼
動
し
て
い
ま

す
。今
後
は
、生
ゴ
ミ
や
下
水
道
汚

泥
、林
業
廃
棄
物
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
は
、技
術
的
な
観
点
か
ら

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
の
方

向
性
を
探
る
の
が
狙
い
で
、大
学
教

授
や
林
業
、廃
棄
物
処
理
関
係
者
、

市
職
員
ら
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
委
員
会
は
本
年
度
、市
が
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の「
バ
イ
オ
マ
ス
等

未
活
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
調
査
事

業
」の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
枠
の
指
定

を
受
け
た
こ
と
か
ら
発
足
し
た
も
の

で
、京
都
府
内
で
は
初
の
指
定
と
な

り
ま
し
た
。

　
第
一
回
委
員
会
で
は
、京
都
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
の
津
野
洋
教

授
を
委
員
長
に
選
ん
だ
あ
と
、討
議

に
移
り
、バ
イ
オ
マ
ス
原
料
と
し
て
の

間
伐
材
利
用
な
ど
の
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、委
員
会
に
お
い
て
検
討
が

進
め
ら
れ
、来
年
二
月
に
報
告
書
が

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

バイオマス利活用の可能性を探る
ー第１回南丹市バイオマス利活用推進委員会ー

満
の
方
。

●
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
つ
い

て
…
老
人
保
健
制
度
と
同
様
に
、一

般
の
方
は
一
割
負
担
、現
役
並
み
所

得
者
は
三
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
に
つ
い
て
…
保
険
料
は
、

全
て
の
被
保
険
者
の
方
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。保
険

料
額
は
、所
得
割
額（
被
保
険
者
の

所
得
に
応
じ
て
か
か
る
金
額
）と
均

等
割
額（
被
保
険
者
全
員
に
均
一に

か
か
る
金
額
）の
合
計
額
と
な
り
、

一
人
ひ
と
り
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。所

得
の
低
い
方
や
、こ
れ
ま
で
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て
保
険
料
の

負
担
が
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
保
険

料
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。保
険

料
率
に
関
す
る
こ
と
は
、京
都
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
に

お
い
て
十
一月
頃
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
め
方
…
保
険
料
は

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き
に

な
り
ま
す（
特
別
徴
収
）。た
だ
し
、

年
金
の
年
額
が
十
八
万
円
未
満
の
方

や
、介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保
険

料
額
が
年
金
額
の
二
分
の一
を
超
え

る
方
な
ど
は
天
引
き
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。特
別
徴
収
さ
れ
な
い
方
に

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
来
年
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。現

在
の
老
人
保
健
制
度
に
変
わ
る
新
し
い
医
療
制
度
と
し
て
、医
療

の
必
要
性
が
高
く
な
る
後
期
高
齢
者（
七
十
五
歳
以
上
の
人
）な

ど
が
対
象
で
す
。
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迎
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に
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テ
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平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、現
行
の

老
人
保
健
制
度
に
変
わ
り「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
現
在
、老
人
保
健
制
度
に
よ
る
医

療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
は
、国
民

健
康
保
険
や
被
用
者
保
険（
政
府
管

掌
健
康
保
険
、健
康
保
険
組
合
、共

済
組
合
、船
員
保
険
な
ど
）か
ら
移

行
し
、「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」が
行
う「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
京
都
府
で
は
、府
内
の
全
市
町
村

が
加
入
す
る「
京
都
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」が「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」の
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
入
や
申
請
な
ど
の
窓

口
業
務
は
、市
町
村
が
行
い
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　
　
　の
主
な
概
要
】

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象

者
…
七
十
五
歳
以
上
の
全
て
の
方

と
、一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定
を
受

け
た
六
十
五
歳
以
上
、七
十
五
歳
未

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

　
　
　
　
　
　始
ま
り
ま
す

つ
い
て
は
、口
座
振
替
な
ど
の
方
法
に

よ
り
市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す（
普
通
徴
収
）。

●
給
付
に
つ
い
て
…
主
な
も
の
と
し

て
、入
院
時
食
事
療
養
費
や
、高
額

療
養
費
な
ど
の
支
給
が
あ
り
、基
本

的
に
現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同

様
で
す
。

●
医
療
の
受
給
に
つ
い
て
…
医
療
機

関
の
窓
口
で
、後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、高
齢
者
の
医
療
制
度
の
あ
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が始まります
後期高齢者制度

平成20年4月から

が始まります

り
方
に
つ
い
て
、国
で
審
議
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。今
後
、制
度
の
内
容
の

一
部
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
具
体
的
な
保
険
料
や
、詳
し
い
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
、決
ま
り
次
第
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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■制度のしくみ■

被保険者
（75歳以上の
　　高齢者など）

医療機関
（病院など）

南丹市
京都府後期
高齢者医療
広域連合

被保険者証の提示・
医療費の一部負担

診察

情報提供

被保険者証の送付

医
療
費
の
請
求

医
療
費
の
支
払
い

保
険
料
の
納
入

被
保
険
者
証
の
送
付


